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１．琉球大学熱帯生物圏研究センター改組

熱帯生物圏研究センターの改組計画について

これまでの研究テーマ 問題点

北
同 国
皐

新たな研究テーマ 大部門制への再編

◎熱帯･亜熱帯地域の森林汽水域及びサン
ゴ礁域における生物相の生理･生態現象、微
生物を含めた生物相互の関係､生物多様性、
進化機構の現状把握･機構解明

○人間活動による熱帯・亜熱
帯地域における生態系の急
激な劣悪化により、生態系
の現状維持が困難な状態。

↓

・熱帯・亜熱帯地域の生態系
の機構の解明及びその保全
研究の必要性。

↓

○熱帯・亜熱帯地域における
生物相の生命現象のモデル
研究化と検証研究の遅れへ
の対応の必要'性。

↓

・これまでの研究成果をもと

に熱帯・亜熱帯地域におけ
る生態系と進化の理解を飛
躍的に深化させることが可
能。

◎熱帯・亜熱帯地域における生物相の
生理・生態現象、生物相互の関係、
生物多様性、進化機構のモデル研究、
検証

◎熱帯・亜熱帯地域が抱える環境、生
物多様性、サンゴ礁生物の生理・生
態、熱帯・亜熱帯林の生物資源利用
等についての総合的研究

・近年、学術研究の多様化、複合化、大型
化などの急速な進展に伴い、本センターに
おいても熱帯・亜熱帯地域における生物と
環境問題を総合的に解決をはかるため大部
門制をひくこととし、これまでの三研究部
門を改め－大研究部門制とする。

○食に''３Ｊ；の主要菌である腸炎ビブリオの
ﾘﾆ態に関する研究

○j’１〔アジア･四部オセアニア島ＩＭＩ域におけ
る爬虫･li1iill皇緬の多様性に関する研究

○i1lﾘlI1l1jllMスナガニ科の社会行動に関す
るｲﾘ1究

○１Ｍ(Vli1lI暖化傾[i(ﾘ1くにおける琉球列島のサン
ゴII1il体脈およびＩＷ:集の制嚇・LlI新に関する
Ⅲ究

○サンゴ礁魚頬の性転換機構の(上理学
的、分子生物学的研究

○サンゴ礁に生息する魚類の生殖と再生
産の初期過程に関わる生理学的研究

○マングローブ樹極等Jli熱帯・熱帯植物
の特Ｗｌﾐｲﾘﾄ究

○1判lLii諸島における熱帯草地の生産力改善
に閏するｲﾘi究

○1111熱'１|鳩lMi1における森林植物の資源植
物学的研究

○熱柵:.iUi熱緋地域の沿岸水域の水生ﾋﾋ
物の査伽;(的評llliに関する研究

○1111熱ｊＩＩ１ｒ１１Ｉ１細特有な抗酸化性を有する海
浜性植物の化学成分に関する研究

○琉球列島の昆虫相および熱帯有用植物
の害虫に関する研究

・具体的には、熱帯・亜熱帯島喚の森林、
汽水域及びサンゴ礁域における「生態系の
形成・種多様性・機能の解明と理論化｣、
「生態系の生物資源の探索・有効利用、ま
た効率的な生物生産の確立」を目的として、
フィールドに立脚した研究、更に大型水槽
研究施設等を利用したモデル研究・検証研
究を組み合わせて展開する。

・外部評価委員会（平成１５年２月２０日）
でも、一大研究部門制への移行について「こ
れまでの環境生物・生物生産・生物資源の
三つから『熱帯生物圏総合研究』に改める
ことにしている。従来の個々の研究を相互
に関連性を持たせた『総合研究』であれば、
それは評価できる｡」との評価を得た。

s謬鯛覗護鰯欝蝋口宍̀
－■￣

￣ 物感染の役割の解明
○熱帯･亜熱帯島螂地域と大陸における
爬虫類・両生類の生物多様性の解明

○魚類の月齢情報認知と光受容器官
○魚の性決定、性分化、性転換機構の
生理学、分子生物学的研究
○地球温暖化とサンゴの保全、維持の
研究

○シグナルコミュニケーションの研究

○亜熱帯天然生常緑広葉樹林、マング
ローブ林の長期モニター観察

○南西諸島の熱帯草地における牧草メ
ニューの作成

○地球温暖化と森林の効用機能の解析
○未利用生物資源の開発･利用
○亜熱帯島喚域の昆虫相に関する研究
○海浜性植物相の解明

○熱帯・亜熱帯地域が抱える
環境、生物多様性、サンゴ
礁の生理・生態、熱帯・亜
熱帯林の生物資源利用等に
ついての総合的研究展開へ
の国際的要請。

運営方法

・センターに運営協議員会を設置して、管理・運営
について学外者の意見を取り入れるシステムを構築
し、評価を受ける。

・センターの意志決定機関として、センター教官組
織を強化する。

これまでの成果
新たな研究（課題への必要性） 組織再編の必要性
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下『氾(1)～(3)は、」二記答申を充分に踏まえたものである。
(1)大学としての考え方

１''１細の地域特Ｉｌｆｌﾐを踏まえつつ、最先端の特色ある研究を重点的に推進し、「熱帯と亜熱帯科学、島喚、海洋科学で世界をリードする研究拠点の
形成を仁|指す」という中期目標の、熱帯生物圏研究センターの目指す所を取り上げたもの。
イリ{究拠点形成のための定員配置、学長裁量の流動研究員ポスト、研究資金の戦略的配分が中期計画に盛り込まれている。

(2)全uil共111利用ｲﾘ|:究施設としての存続理由

本字「熱帯生物圏研究センター」は、琉球列島の地の利を活かして、国内外のサンゴ礁の生態学研究と魚類の再生産の研究、熱帯．亜熱
イル生物資源に関する基礎的応用的研究と学生の教育を行うことを目的に全国共同利用施設として設置され、以後、研究組織の整備.充実を
図りながら、熱帯・亜熱帯生物、環境の研究に従事してきた。

「熱帯生物圏ｲﾘﾄ究センター」では、センター設置以来、国内外の多くの研究者が利用しており多数の研究論文が公表されてきている。ま
た、他人学との単位互換による公開の臨海実習・熱帯農学総合実習には、多くの学生が参加してきた。今後も制度的に全国共同施設として
存続（新設）すれば、なお一層、全国の研究者の熱帯学研究も大きく進展するものと期待され、国際的にも大きく貢献できることになる。

①熱jIlIf生物の多様性や複雑性の原因を}ﾘＩらかにすることは、生命の進化を解明するうえで重要である。昨今、地球環境変動の問題と共に、
サンゴ(ルマングローブ・熱帯樹林等の研究が国際的に高まり、重要視されてきている。熱帯科学は、温帯科学に比して研究が立ち遅れて
いるが、これは、この研究の歴史が短いことと、熱帯諸国の殆どが発展途上国であり、そのため研究者が少ないことによる。琉球大学は、
クIC進|正1である【｣本に熱帯・亜熱帯における唯一の国立大学であり、熱帯科学の研究に最も相応しい大学であるといえる。
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（２）このような特殊条件1<において、引き続き全国共同利用施設「熱帯生物圏研究センター」として、海洋・陸上の熱帯生物資源及び熱帯
環境の総合的共''1ｲﾘ|:究体ihllを整備し、海洋科学と生物資源学の両領域の研究機能を拡充し、さらに地球環境科学と熱帯生物学の共通的分11F
を強化して、熱帯環境及び生物多様性維持の共通的研究機能を高めることにより、環境問題に関し、わが国が国際的な期待に応える重要な
イリ}究機関とする必要がある。

②先進国で、熱帯・lli熱帯を白国内に保有する例は少なく、日本はそのうちの一つであり、国内でサンゴ礁やマングローブの研究ができ
る。わが圧|でそれができる国立の大学・琉球大学に「熱帯生物圏研究センター」を存続（新設）し、全国の熱帯学研究者の利用に供するこ
とは、しごく当然であり、意義深い。

(3)機動的なｲﾘ｢究組織の構築

lLl立大学法人琉球大学の１１]期目標･中期計画（第２次案）中期計画１－２研究に関する目標を達成するための措置一（２）研究実施体制等の整備に
IMIする|｣標を述成するための具体的方策一○研究活動の評価及び評価結果を質の向上につなげるための具体的方策の⑥で『任期制は、部局等の特質に
よつてはプロジェクト型任期制度の導入による研究者の流動,性を確保するが、全国の大学における研究者の流動`性に関する制度の確立状況を適宜判断
しながら導入を検討する｡』と記されている。

当センターでも特定のプロジェクトを遂行するために、客員研究員や学内から最もふさわしい人材を期限を定めて機動的に起用し、研究者の流動化
の促進を凶る采Ｉ炊な組織とする。

－２‐



ｚ、$１１縦の移行Ill11」

１１:}限や法人化に向けて、将来構想検討委員会、熱帯生物圏研究センター改組検討委員会で検討し、現組織の見直しを行ったものである。
３．怯人化後、どのような運営方法を考えているのか。

此'司利川事業については、運営委員会や外部評価委員会で、今以上に発展させることを強力に勧められている。事業では研究会と研究課題を公募しているが、採月]件数は多くはないので採用件数をもっと増やす。
iIliH底実験所に大型水槽施設等が整備された。同施設は教育研究活動の重要基盤であり、施設の維持管理には施設費補助金をもって措置するよう要求する。

４．１÷|然実験園とはどのよつなものか。

熱帯生物圏研究センター西表実験所用地は、海浜の熱帯海岸乾`性林からマングローブ林、亜熱帯広葉樹自然林、湿地帯、サガリバナ群落、リユウ
キュウマツ人工林など、豊かで特色ある亜熱帯の自然環境に恵まれている。また、一部には熱帯有用植物の導入園が開設されている。
熱jlLMFEl然実験剛は、この恵まれた自然環境・用地を活用して、熱帯･亜熱帯の生物相、環境保全、生物資源の研究を行うためのフィールドである。
役割・機能

・実験所の各研究領域におけるｲﾘﾄ究の活性化
．広くlLI内外のｲjﾉﾄ究者に共同利１１１研究の場として提供
.ⅢＩｆＴｲﾘ｢究者（学生、院生、ＪＩＣＡ、ＡＩCAFなどの技術者）の養成
・一般社会人の数行普及にも貢献

↓し休的な'三|的と内容
・マングローブ域生態系の総合的研究
・111熱1IIf林の生態系、潜在遺伝資源、環境保全の研究
・IIE熱辮広葉樹林とマングローブ林の長期観察
・イブ川植物資源の探索･活用

５．全|]ｉｌ共lWI祥実習とは。

IL1立大学臨海臨湖実験所所長会議主催の実習で、全国２１個所で行われている。学部学生と一部大学院生を対象とし、単位互換性で、海外も含む
仙人学の教官を細iljとするための旅費や実習経費、検討会の旅費を文部科学省が負担している。瀬底では生理と生態の２つの実習を毎年実施している。

鞘
鈴
野

－３－



a琉球大学熱帯生物圏研究センターの改組

|ｍ … 趣 …

□ □②
鱒
へ
》

－４‐

蕊蕊
部|Ⅱ批分野・ｲﾘ|:先内容

環
境
生
物
学

環境生物学

･１１珊炎ビブ')オ(ﾉﾉ生態

.)iXiiMi1j11lM爬虫・両生類(ﾉﾉ多様性

海洋生態学

WllllljIlWノスナガニ科(ﾉﾉ社会行動

･地球ｉＭｌｌ巌化(uF1l('11ぎにおける琉球

ｸﾘqIhlj(ノノサンゴ(ﾉﾉ純)』j・史Wｉ

生

物

Lli
､､'２

､､

'

｣

'ず．

ム
ー●

海洋再生産学

･サンゴ礁魚類ﾘﾉ性転換機桃

･サンゴ礁魚類(ﾉﾉｌＭｌｈと

植物生産学

生藤

･マングローブ樹椰等(ﾉﾉ特性研究

.熱｛'１F'謝山ﾉﾉ生産ﾌﾞ〕改善

ノ

|ミ

物

脊

伽l〔
`凹少
ゴー

陸域資源学

･森林ｲiiI物(ﾉﾉ資iiM〔植物学的{ﾘﾄ究

･琉球ﾀﾞ'1,lifjlL山ｲ１１及び熱ｲﾙｲJ1Ⅱ杣

物(ﾉﾉIii2Ll（

水域資源学

･11Ｗ水域(ﾉﾉ水生412物ﾘﾉ資伽;(!;'ﾄﾞlilli

･抗鹸化'''２を有する海浜性植物(ﾉノ

化'1』&IjR分分析

ノ ●

●

物

|巻｜

総
／…

客

Lｉ

国内研究員

･３〃｢先ｉＦＩｊｌｌ１ｌ６ＩＵｆ究分111fと(ﾉﾉﾉl：ＩＤリ

研究をｉｒう‘

外国人研究員

｡:ｲｨﾘﾄ究冊ｌｊｌ１１１６ｲﾘﾄ先分野とﾘﾉ川司

ＩＩｆ先をｉｆう

共｜司研究
大部門制への再編



3．琉球大学熱帯生物圏研究センターの改組一

‘

|麺 … 唖 庭…

。 ９笛
駒
鯨

－５‐

蕊
部|Ⅱ胖分野 定員

環
に
Ｊ
」

ｊ
Ｌ
Ｚ
１

△
口

一

！〆
一
一
物

兆
二

小『●■■ｊ
Ｊ
－

環境生物学

海洋生態学

教授l

luj教授１

救授］

助教授1

●
二
▲

Ｊ
』
物
生
鋺

Ｐ
●

●
●
一

ク
ク
ク

い
』

〃

学●
▲
｛
｛
一

７
ｌ

ｊｋノ
ー

菫
’

’
１

Ｆ７雫
リ
〃

ふ
く

か
り
で
ｊ

に
。
Ｃ
Ｃ

Ｉ

Ｌノ
ー

物、
－
１

救授］

助救授１

助数授I

●
●
Ｇ

Ｉノ
．
物
登

側
△
一

細
似
湫
１

陸域資ｊｉｉ学

水域資ｊｉ(学

数授ｌ

助救授1

教授ｌ

助教授I

11；

物

|塗｜

総
／魂
１１

客
０－０

L-1

|]Ｉ|内ｲﾘ|:先jｉ

ﾀ化|人ｲﾘ|:ﾂﾞﾋﾟ戯

数授３

助教授２

馳授ｌ

助救援１

共｜司研究 部門・領域

熱
帯
生
物
圏
総
合
研
究

感染生物学

サンゴ礁生物

生態学

サンゴ礁生物

機能学

植物機能開発学

森林環境資源学

生物資源機能学

生
物
圏
総
合
客
員

国内研究員

外国人研究員

定
に。

貝

１
１
１
１
１
１

１
１
１

１
１

授
授
授
授
授
授

授
授
授
授
授

教
教

教
教

教
教

教
助
教
助
教
助

助
教
助
教
助

大部門制への再編



○～研■究１.業己:｣績リス 卜

葱５]［



研究業績要旨およびリスト
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研究業績要旨

食中毒の主要菌である腸炎ビブリオの生態に関する研究

汽水産腹足類の一種であるイシマキガイの稚貝に腸炎ピブリオを経口投与すると、ＴＤＨ産生

菌は105/ｇレベル、ＴＤＨ非産生菌は102/ｇレベルで腸管に定着した。しかし、同種の成貝では、

腸管への腸炎ピブリオの定着量は100/ｇレベルと少なかった。このことから、イシマキガイが分

布する汽水域では､ＩＤＨ産生菌とＴＤＨ非産生菌が本種の稚貝腸管への定着･増殖と腸管からの

排泄を繰り返しているうちに、腸炎ピブリオの総数に対するＴＤＨ産生菌の比率が上昇し、ＴＤＨ

産生菌の濃縮が起こること、生態防御能が成熟している成貝の腸管にはＴＤＨ産生菌が定着しに

くいことが明らかになった。腸炎ピブリオを経口投与したイシマキガイ稚貝の消化管の粘膜表面

を走査型電子顕微鏡で観察した結果､食道から腸管上部にかけて血液細胞の遊出像が見られたが、

腸炎ピブリオの定着部位と想定される腸管下部ではこのような像は見られなかった。ＴＤＨ産生

菌が分離される本土の汽水域では、干潮時に低塩分濃度の海水が残留し、有機物濃度の高い泥が

厚く堆積している。沖縄で多く見られるような、汽水域が短くて有機物の堆積量が少ない河川で

は、イシマキガイのような腸炎ピブリオの定着能をもつ動物がいても、ＴＤＨ産生菌が蓄積しな
いことが明らかになった。

東アジア・西部オセアニア島喚域における爬虫・両生類の多様性に関する研究

琉球列島から東南アジア、オセアニア西都の島喚域における爬虫・両生類の多様性・固有性の

(1)実態、(2)成立過程、(3)保全について研究してきた。この内、(1)の成果としては、多くの未記

載種・亜種を形態的・遺伝的独自性にもとづいて新たに記載する一方、独自性が過小評価されて

きた分類群についても様々な角度から再検討を加え、適宜分類学的地位を変更することで独自性

を表現した。(2)ではまず、同種地域集団間や同属種問の系統関係について、定量的解析によりき

わめて信頼性の高い仮説を構築した。次にこうした系統仮説を基盤にそれぞれの群の分散・隔離

の地理的パターンや時期を推定し、その結果をもとに現在の多様性が生じた古地理学的背景につ

いて、信頼性の高い仮説を構築した。この仮説で特に注目すべきは、沖縄諸島や奄美諸島と他の

地域との長期にわたる隔離、宮古諸島や八重山諸島と台湾や大陸とのより新しい結びつき、尖閣

諸島と台湾や大陸とのさらに新しい結びつき、大東諸島の長期の孤立とそこに棲む生物の著しい

域内多様化など、これまで憶測的には語られたものの直接的証拠に乏しかった多くの重要な事項

を追試が可能な証拠とともに示した点にある。(3)では(1)．(2)の研究からその固有性や遣存性が

示された系群を対象としつつさらなる野外調査を展開し、これら貴重種の希少性や生存に必要な

環境条件を明らかにするとともに，その有効な保全のあり方について検討を加えた。

潮間帯のスナガニ科の社会行動に関する研究

１部の動物の求愛のシグナルは、入念で、目立ち、冗長である。オキナワハクセンシオマネキ

のウエーピング（雄の大きい方のはさみ脚を横に開き、上下に動かす）もこの１つである。９５年
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の着任後、９７年から現在まで、ウエーピングのパターンと１雌に対し行う時間（秒数)を億割'’
何口の干潟で計測し、何故入念で、目立ち、冗長であるかという問題を解明するためのデータを
収集した。行動を確実に読みとれるものに限定する必要があったので、１部データの収集が遅れ
ているが、それ以外は取り終わり、解析中である。最終的には、雌の特定のパターンに対する
preferenceと、雌の雄による説得の２点で説明できると考えている。２編の論文として、
AustralianNationalUniveristyのPatriciaBaclKwellと連名で発表する予定である。
共同研究では、オキナワハクセンシオマネキの研究で、本種の繁殖期の一般生態（琉球大学、

仲宗根幸男)、対捕食者反応（スミソニアン熱帯研究所、MichaelJenmons他）マレー半島に生
息するシオマネキ、スナガニ科とパナマのシオマネキの研究では、半陸上への生活適応（東北大
学、武田哲他)、求愛行動（和歌山大学、古賀庸憲他)、性選択と鳥による捕食（古賀庸憲他)、浸
透圧調整（岩手医科大学、松政正俊他）などで、印刷中の１つ以外は論文として公表した。

地球温暖化傾向下における琉球列島のサンゴ個体群および群集の維持・更新に関する研究
パリカメノコキクメイシが放卵放精と幼生保育両方を行うことを、イシサンゴ目で初めて明ら
かにした。またあわせて個体群動態を調査し、本種で性的成熟が遅く起こるのは、未成熟期の低
い死亡率と、成長による配偶子生産量の増加によることを解明した。

ハマサンゴの－種について、樹状からプレート状への群体形の変化が表現型の可塑性であるこ
とを示し、光条件と群体形の変化の関係を、数理モデルで解析したげ

1998年に起こった高水温によるサンゴの大規模白化前後のサンゴ群集構造を調査し､白化によ
りサンゴ群集の被度が80％減少したこと、白化による死亡率は種によって大きく異なることを明
らかにした。種問で見られた白化による死亡率の違いは、群体形による受動的拡散の違いと、種
による組織の厚さの違いで説明できることを明らかにした。

空間が限定された生息場所でのテーブル状サンゴ（クシハダミドリイシ）の成長と加入につい

て、野外調査で得たデータの解析と、それを基礎とした数理モデルによる解析で、個体群の大き
さ組成が、大規模撹乱後どのような動態を示すかを解析した。

多種の造礁サンゴについて、非白化時にサンゴから放出される褐虫藻の調査を行い、白化しや
すい種としにくい種で、非白化時に褐虫藻の放出数に差があることを解明した。

サンゴ礁魚類の性転換機構の生理学的、分子生物学的研究

珊瑚礁域の魚類には、雌雄異体魚に加えて生活史の途上で雌から雄（雌性先熟)、雄から雌(雄

性先熟)、どちらかの性に自由に性転換（双方向性転換）する種が多く生息する。他の脊椎動物で
は見られない魚類の性の特殊性を生かし、脊椎動物の性決定機構の解明を形態学的、生理学的、
分子生物学的手法を用いて行ってきた。性分化、性決定の研究では、雌雄産みわけられたテイラ

ピアを用いて内因性性ホルモンと性分化の関係を明らかにしてきた。女性ホルモンが卵巣分化誘
導物質として重要であり、女性ホルモンの欠如が精巣分化に重要であることを始めて明らかにし
た。性転換の研究では、脳、脳下垂体、生殖腺を軸とした内分泌調節機構について研究を進めて
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きた。雌から雄への性転換には女性ホルモンの著しい低下が引き金となることを明らかにした。

これに基づいてベラを用いて女‘性ホルモンの合成に関与する酵素であるアロマターゼを阻害する

薬剤投与により女性ホルモンを低下させたところ卵巣から性転換が誘導されること初めて明らか

にした。これらの基礎研究で得られた知識を基に、熱帯の養殖魚として重要なハタに応用したと

ころ人為的性転換の誘導にも成功した。これらの一連の結果は、鳥羽市及びハワイで行われる国

際学会に招待され発表する。

サンゴ礁に生息する魚類の生殖と再生産の初期過程に関わる生理学的研究

サンゴ礁魚類に特徴的な生殖現象の解明（月齢同調産卵現象）

アイゴ類（ゴマアイゴ、ハナアイゴ、アミアイゴ及びシモフリアイゴ）とハタ類（カンモンハタ）

が特定の月齢に向けて同調的に生殖腺を発達させて産卵することを明らかにした。それぞれの種

が認識する月齢は様々であるが、同一魚種の認識月齢に地理的な差がないことを示した。成熟途

上の月齢同調産卵魚の生殖腺で起こる内分泌変化は他の魚類のそれと大差がないこと示した上で、

同魚類の生殖腺の発達が生殖腺刺激ホルモンの月齢に応じた規則的分泌に支配され、月齢情報が

脳下垂体よりも上位部位で認識されることを示唆した。

血中と眼球内のメラトニン（明暗で変化するホルモン）が太陽光に加えて月光でも変化するこ

とを見出した。月光条件を一定にしたゴマアイゴでは月齢同調性が消失すると共に、生殖腺の発

達に遅延が認められた。月光の周期的な変化が魚の光受容器官（松果体や網膜）で認識されて月

齢同調性が発現すると考えられた。

魚類の卵黄形成の内分泌制御

テラピアの肝細胞初代培養系を確立した。雌性ホルモン（E2）が卵黄タンパク前駆物質（VTG）

合成誘導に、そして雄性ホルモンがＶＴＧ合成の維持に何らかの役割を持つことを示した。Ｅ２で

前処理した雄テラピアの肝細胞でのⅥＧ合成が未処理のそれよりも高くなることを見出し、Ｅ２

が肝細胞の感受性を変化させることを明らかにした。

マングローブ樹種等亜熱帯･熱帯植物の特性研究

マングローブ植物の受粉機構、ソテツの受粉機構と精子放出機構、ニッパヤシ群落の遺伝的多

様性に関する研究を進めてきた。マングローブ植物の受粉機構に関しては、花構造、訪花昆虫、

花蜜の分泌、花芳香物質の観点から研究を進めている。発表した研究論文としては最後の観点の

もののみであるが､他の観点での研究について､現在､論文を作成中で順次発表する予定である。

ソテツの受粉機構については、これまで存在は知られていたが、実際の特徴についてほとんど理

解が得られていない受粉滴の分泌とこのメカニズムについて、その存在を明確にし、分泌メカニ

ズムの解明も化学組成の分析とともに進めた。

精子放出機構の研究については、放出が雌性配偶体からの分泌刺激で誘発されるという仮説の

基に検証を進めており、この仮説は立証されつつある。いずれの研究においても現在論文を準備

中である｡ニッパヤシの研究については､天然記念物指定群落で遺伝的多様性の解明研究を行い、

3Ｗ



これが極めて低いことを明らかにし、また種子生産の難しさが他家受粉の欠如から由来すると推
定し、これらの観点について研究論文として発表した。

センター赴任前は、裸子植物の受粉機構の研究をアメリカとカナダの大学で行っていたが、こ
の研究も継続し、関連する論文の作成にも与っている。

南西諸島における熱帯草地の生産力改善

わが国の南西諸島(奄美諸島-先島諸島）の草地で栽培されている牧草の殆どがアフリカを原産
とする熱帯イネ科牧草である。在来の飼料資源を持たない沖縄県においては家畜生産の基盤とな
る牧草栽培は外国産の草種に依存している。西表実験所の植物生産分野では沖縄本島より冬期の
温度が２℃以上高いという地の利を活かし、沖縄県の熱帯草地の生産力改善を図るために牧草見
本園を設置し、数多くの熱帯イネ科牧草の導入を積極的に進めて来た。最初に導入種のスクリー
ニングを行い有望だと思われる草種を供試して栽培試験を実施した。その結果、ギニアグラスの

飼料価値が認められ、それらの情報がくちコミ等で周辺に伝わり８０年代前半には竹富町で栽培
が見られなかったギニアグラスは当時の主力草種であったローズグラスを今日では凌駕するに至
っている。１９９８年の竹富町の両草種の作付状況を比較するとギニアグラスは477ｍ、ローズグ

ラスは８２ｍとなり、生産性と永続性に優れたギニアグラスは竹富町の重要な基幹草種として定
着している。

熱帯イネ科牧草は温帯イネ科に比べて生産`|生は極めて高いが、反面、栄養価値と消化性に問題
がある。これらの欠陥を補い家畜生産性の向上を図ることを目的として高蛋白のマメ科植物との
混作及びイネ科牧草の生育ステージ毎の消化性の動態に関する試験を現在実施している。これに
より得られた農業技術を将来、熱帯地域で実証したい。

亜熱帯島蝋における森林植物の資源植物学的研究

亜熱帯沖縄県は160余の島填より構成されており、そのため同県の環境保全、自然保護、森林
計画、森林施業および資源植物の利用・開発にあたっては島ごとに森林植物を把握することが必

要である。そのため、本分野では本県の主要島襖（沖縄島、宮古島、石垣島、西表島）を対象に
森林資源の推定方法を比較検討し、さらに森林植物を中心とした資源植物の分布を明らかにし用
途別の分類を行い、未利用植物の構成を明らかにした。

その結果、ライン調査とプロット調査の各種林分因子の平均値と推定誤差率を比較すると、い
ずれも両者の問に殆ど差が見られなかった。このことは、ライン調査法が沖縄の天然生林のサン

プリングの手法として調査時間や経費の面からきわめて有効であることを証明した。天然林資源

の特徴として、樹種構成は170種の多くの広葉樹によって構成され、八重山地域では熱帯性のリ

ュウキュウコクタン、テリハボク、フクギ、ヒルギ、ピロウ等が分布するところに特徴が認めら

る。林分構造では、沖縄島は壮齢林で小・中径木が多く逆に西表島では老齢林で大径木多く立木

密度が低い。全体的に樹高が低く、場所や林齢の格差がきわめて小さいことは、亜熱帯沖縄の天

然林の特徴の一つといえる。資源植物の自生種の分布は、沖縄島が他の島よりも多く分布（1,319
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種）していることがわかった。いずれの島喚においてもすでに利用され、用途が明らかにされて

いる経済植物は全体の約２０％で、逆に未経済植物は全体の約８０％を占め経済植物の約４倍も豊
富に自生していることがわかった。

熱帯･亜熱帯地域の沿岸水域の水生生物の探索･起源･系統･利用･保護及び増殖に関する研究

クラブラリア属軟体サンゴと渦鞭毛藻の共生：渦鞭毛藻からデンプンを分離、アミログラム、

グルコアミラーゼ消化率などから、その構造はトウモロコシデンプンに類似していた。分解には

α-アミラーゼ、ホスホリラーゼ、枝切り酵素が関与していた。また、新たな生理活性物質クラブ

ロン、クロロブロンなどが見い出された。

水圏生物骨格における微量元素の集積：大量に存在して量的に不変性の高い元素と微量でずれ

の出やすい元素があり、環境因子や加齢によって変動した。

未利用植物デンプンの分子構造；水生植物の同化デンプン、陸生植物の根茎、塊根などの貯蔵

デンプンの構造と性質を調べた。藍藻には枝分れ（α-1,6結合）が多く、肝臓のグリコーゲンと

同一であること、また、ヤマノイモ科の塊茎デンプンはアミロペクチンの短鎖の割合が少なく、

糊化開始温度は報告されているデンプンの中で最も高い値を示したことなど特徴的な知見が得ら
れた。

ヒルギ科マングローブ胎生種子の成熟、落下・発根、発芽・生長過程における胚軸デンプンの

構造と性質の変化；各過程のアミロース（ＡＭ）とアミロペクチン（AP）を分別調整し、蛍光標

識法その他により解析した。デンプン合成は、まずＡＭ含量の高い小粒ができ、その後ＡＰの合

成が盛んになり、粒の成長に伴い、ＡＭ含量の低い大粒に合成される。α-アミラーゼの発現は落

下・発根時に最も高かった。胎生種子をつけるヒルギ科マングローブの特異なエネルギー代謝が

推測された。，

琉球列島の昆虫相及び有用植物の害虫に関する研究

琉球列島の昆虫相に関する研究を行っている。これまでの成果として（１）琉球列島の各島ご

とに昆虫の分布種について琉球列島産昆虫目録（2002)、沖縄昆虫野外観察図鑑（1996)、デジタ

ル昆虫図鑑(1998)など出版することにより明らかにした。その結果、琉球列島から２９目７，７８

２種を記録した。現在、この基礎データを用いて琉球列島内の島あるいは諸島ごとの昆虫分布の

特徴について近隣国や琉球列島内の他島あるいは他諸島と比較・検討することによって明らかに

しようとしている。（２）環境庁のレッドデータ・ブックで絶滅のおそれのある種になっているイ

シガキニイニイ、ダイトウヒメハルゼミ、タガメについて生息実態調査を行い、その生態の解明

し、その保護について提言を行った。（３）琉球列島の代表的な植生の一つであるマングローブ林

の昆虫相について、マングローブ林で見られる昆虫・その群集構造の季節的変化、訪花昆虫、各

種マングローブ植物の寄生昆虫の種類、主要寄生昆虫の寄生率・種子生産への影響・加害様式な

ど生態についての研究を行った。これについては現在、さらに詳しく生活史、性フェロモンなど

の生態の解明に努めている。
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亜熱帯沖縄特有な抗酸化性を有する海浜性植物の化学成分に関する研究

多様な亜熱帯｣性植物を有し､そのほとんどが未利用である西表島の植物の有効利用を目指して、
それらの植物が含有する化学成分に着目して研究を行ってきた。西表島の未利用植物の中でも、
特に海浜に自生する植物に着目し、その含有する抗酸化関連活性成分について検討を加えた。検
討対象植物として、抗酸化活`性スクリーニングによって最も強い活性を示した２種の植物：シマ
シラキおよびモモタマナを選択している｡なお､このシマシラキおよびモモタマナの葉抽出物は、
リノール酸のラジカル酸化を強力な脂質抗酸化剤α‐トコフェロールと同程度に抑制すること、さ
らに、ラットの生細胞を用いた細胞の抗酸化酸素による酸化的ストレス死も強力に抑制すること
が判明し、その活性成分に興味が持たれた。
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3.ViDnAderkas,]PL,Chjwocha,Ｓ,辺且上型且旦当LDumont-B6boux，Ｎ､,Fernando,nandOwens，
』.Ｎ・（1997)．Ibwardsinvitrofbrtilizationinconifbrs：gametopllytecultureand
mteraction・nzl997BiologicalScienceSymposium,TappiPress】Atlanta,pp63-74

40wens,ＪＮ.,正且｣迦LmandRumons，０J.（1998)．Pollinationinconifers、nendsof
P1antScience,3,479-485.

5.Runions,０J｢.，Ｉ{ensing,ＫＨｍ且】坦旦9-エandOwens,』.Ｎ・（1999)．Pol]inationofZfbea
oz2i己nZa比(Hnaceae):saccusmorphologygovernspollenbuoyancy：AmericanJournalof
Botany’８６，１９０－１９７．

６'Fomlinson,翌Ｂａｎｄ型２』迦ＬＬ(1999)．Hydrodynamicsofpollencaptureinconi企rs・ｊｋｉ
Ｏｗｅｎｓ,ＳＪ､andRudan,]PLJ.(eds.),Reproductivebiologyinsystematics,conservationand
economic,botanylRoyalBotanicalGalden,ＫｅＷ,ｐｐ２６５-275.

7.Setoguchi,Ｈ､，Watanabe,Ｋ,正且｣迦Ｌﾕ,Nakazato，NandqDobe,Ⅱ（199ｓ)．Genetic
diversityoftlﾕenaturaL仰numenＭｹpａかｕＺｍａ"s(PalnIae)atFunaura,Jriomotelsland
ActaPhytotaxonomicaetGeobotamca,50,201-205.

8.Azuma，Ｈ，'I1qyota，Ｍ､，ABakawa，Ｙ，正旦l唖Ｌ－ＬａｎｄＴｏｂｅ，Ｈ（2002)．Floralscent
cl1emistryofmangroveplants、JburnalofPlantResearch,115,47-53

著書

Ｌｉ壼担錘Z三』：L･戸部博･相田)|〔i宏（1997)．光学顕徴用切片の作製法とその観察法‘
を観る実験プロトコール植物細胞工学シリーズ6,20-33．秀潤社．

植物の細胞

【新城健】

原著論文

Ｌ逝塑Ｌｆ菫・星野正生（1994）マングローブ植物の嗜好性に関する研究琉球大学農学部学
術報告,41,343-348.

2.麺'Ｌ健・星野正生(1997)草地による環境保全技術の確立第１報環境保全のための適

草種の選定と草地造成時におけるリン酸施肥の効果．琉球大学農学部学術報告,44,323-329.

報告書

Ｌ新城健・星野正生・田中重行(1994）マングローブ樹葉の飼料的特性に関する研究．マン
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グローブを中心とした生態系の解明に関する研究.(科学技術庁,平成３年度調査報告書)．Ｐｐ
32-38.

2．Tanaka,Ｓ,sl1ﾕｭﾕjLﾑﾕ]し,andHosllil１０，Ｍ.(1994)．NutritiveValuealldln-ⅥtroDigestibiljty
ofSomeMangroveSpecies・MangroveEcosystemProceedinglSMEⅦPacij5cScience
lnter-CongressMangrovesession､1994,97-100.

【新本光孝】

原著論文（英文）

LTakeda,Ｙ，Sllimidzu，Ｈ､，Mizuno，Ｋ，Inouchi,Ｓ，Masuda，、，Hirata，Ｅ，SllinzatojT.，
△、｣q2QhLALandOtsuka,Ⅱ（2002)．Aniridoidglucosidedimerandanon-glycosidic
iridoidhomtheleaｖｅｓｏｆＬａｓｊＺｍ坊ｚＪｓｗａｍ肋立ChemicalandPharmaceuticalBunetin，
50,1395-1397.

原著論文（邦文）

１．新里孝和・田場和男・平田永二・山盛直・新本光孝（1995）利用伐一型後の二次遷移（１）
伐採直後の植生．口本林学会九州支部研究論文集,48,69-70.

2新里孝和・圭IZi迷菫（1995）西表島における皆伐７年後の二次遷移．日本林学会論文集，
106,347-350.

3宝I主上室・平田永二・新里孝和・安里練雄（1996）亜熱帯沖縄における天然林の資源植物
学的研究（１），西表島の森林資源について．日本林学会読文集,107,59-60.

4逝廻ｉ萱と．平田永二・山盛直・安里練雄（1996）熱帯・亜熱帯性資源植物の収集・保存

に関する研究（XII)，石垣島の森林資源について．琉球大学農学部学術報告,43,153-162

５．平用永二・安里練雄・寺園隆一・麺三土圭・周光明（1996）天然生常用広葉樹林林層改
善に関する研究,第７報イスノキ､イヌマキ及びフクギの林内における樹高成長について．
琉球大学農学部学術報告,43,131-141.

6．逝杢土圭・安里練雄・新里孝和・平田永二（1997）亜熱帯沖縄における天然林の資源植物

学的研究（Ⅱ)，四表島の森林植物について．日本林学会論文集,108,103-106．

安里練雄・平山永二・岩本真和・室原正洋・逝杢土圭・寺園隆一（1997）亜熱帯性天然広

葉樹林の萌芽更新後の林又構造について（１），施業方法別の成長及び樹種構成の経年変化．
日本林学会読文集,108,95-98

菫I杢土室・安里練雄・新里孝和・平田永二（1998）亜熱帯沖縄における天然林の資源植物

学的研究（Ⅲ)，西表島の資源植物について．日本林学会論文集,109,161-164．

安里練雄・平口永二・菫I主上菫・寺園隆．（1998）亜熱帯性天然広葉樹林の萌芽更新後の

林分構造について（Ⅱ)，施業方法別の樹高階層構成．日本林学会論文集,109,165-168．

新本光孝・平田永二・安里練雄・新里孝和（1998）熱帯・亜熱帯性資源植物の収集・保存
に関する研究（XⅢ)，西表島の天然林について．琉球大学農学部学術報告,45,221-229.
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8．

9．
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平田永二・安里練雄･逝杢土圭・新里孝和（1998）複層林に関する研究２．上層が天然
生広葉樹林の場合について．琉球大学農学部学術報告,45,209-219．

安里練雄・平田永二・塁iZiE土菫・篠原武雄（1999）沖縄県における森林組合作業の活動特
性，琉球大学農学部学術報告,46,61-70．

麺tZiE土圭・平田永二・安里練雄・新里孝和・小山鐵犬（1999）亜熱帯沖縄における天然林
の資源植物学的研究．石垣島の資源植物について．日本林学会学術講演集,110(1),447-448．
逝杢土圭・新里孝和・仲里長浩・石垣長健（1999）亜熱帯沖縄における天然林の資源植物
学的研究（Ⅳ)．平久保灯台のヤエヤマシタンについて．琉球大学農学部学術報告，46,
169-181．

荒木安理・加藤剛・金子隆之・渡辺隆之・iii主土圭（1999）西表島・石垣島の谷部に育成
するサキシマスオウノキ林の構造について．京都大学大学院農学研究科森林研究,１７，３５‐
４３．

逝杢土圭・石垣長健・平田永二・安里練雄・新里孝和・小山鐵夫（2000）亜熱帯沖縄に
おける天然林の資源植物学的研究沖縄石垣島の資源植物について．日本林学会学術講演
集,111,71．

宝IZ空土圭・新里孝和・仲里長浩・石垣長健（1999）亜熱帯沖縄における天然林の資源植物
学的研究（V)．石垣島於茂登岳山麓のサキシマスオウノキについて琉球大学農学部学術
報告,47,159-171．

逝杢土圭・有垣長健・平山永二・安里練雄・新里孝和（2001）亜熱帯沖縄における天然林
の資源植物学的研究宮古島の資源植物について．日本林学会学術講演集,112,165．
逝杢土奎・石垣長健・平田永二・新里孝和・安里練雄（2001）亜熱帯沖縄における天然林
の資源植物学的研究(VI)．宮古島の資源植物について．琉球大学農学部学術報告，48,195
203．

新里孝和・呉立潮・西端統宏・韮I主｡l白菫（2002）西表島における天然林皆伐１３年後の
二次遷移．琉球大学農学部学術報告,49,231-239.
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報告書

1.丸杉孝之助・宝I主土圭・大屋一弘・東清二・米盛重友・星野正生（1994）熱帯雨林の開発

に伴う生態系の変化と保全に関する研究．沖縄協会流動研究センター，ppl-101
2・室IZE土奎・新里孝和（1995）南西諸島におけるヤエヤマシタン、ヤエヤマポウシの調査収集．
ppl5-43農林水産技術|青報協会．

３，新本光孝他（1995）西表熱帯林育種技術園基本設計報告書．ｐｐ、1-90．林野庁,l木木育種セ
ンター．

4.新本光孝他（1995）イリオモテヤマネコ希少野生動植物種保護管理調査対策報告書（第二
次報告)．ppl-192，日本林業技術協会．

丘土肥昭夫・伊澤雅子・菱i主土圭・新里孝和（2001）人工林（分収造林地）におけるイリオモ

テヤマネコ等希少動植物種の生息状況調査報告書、８０Pp、九州森林局
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6.新本光孝他（2001）竹富町地｣或雇用開発プラン、７８pp・沖縄県地域雇用開発協議会
7.新本光孝他（2002）西表島ヒナイ川周辺国有林⑬保全・整備基本構想策定調査報告書、７５pｐ
九州森林管理局・社団法人日本林業技術協会

８新本光孝他（2002）西表地区重要自然維持地域保安林整備事業調査報告書、３１pｐ九州森
林管理局・社団法人林木育種協会

【藤盛健】

原著論文（英文）

ＬＥｌ』j辿匹ﾕｰLKonishi,Ｙ､,Takahashi,NandMuthuvelan,Ｂ（1996）Characterizationof

photosyntheticglycogenanda-glucosidasehomthermophiliccyanobacteria】Lyngbya‐
Phormidium-Pectonema,GroupBFmsheriesScience,61,951-955

２．Elliﾕ』ﾕﾕQ｣ＬＬＹａｍａｄａ，Ｇ,，Yamada,Ｍ､，Minami,Ｔ､，Tohno，SandTohno，Ｙ,（1997）
AperiodicalchangeofmercuryinthecoralreefHbZmfizngiZ】speciesobtainedj6，ｏｍｔｈｅ
ＯｋｉｎａｗａｓｅａＣｅｎｕｌａｒａｎｄＭｏｌｅｃularBiology)４３’809-811.

3．Konishi,Ｙ・ａｎｄ五l』辿旦型ﾕｰｴ(1997）Lysosomalglycogenaccumulationiｓｎｏtassociated

withacida-glucosidase：anewmodeloftypelIglycogenosisJburnalofApplied
Glycoscience,44,333-336.

4．Mutlmvelan,Ｂ,Murugan,０，Kulandaiveul.,ＧａｎｄＥｌ』jL｣gﾕｭｭｰｪ(1997）T11einHuence

oflightqualityonphotosyntheticpigments，carbohydrate，nitratereductaseactivity，
ｔ]hylakoidorganizationandgrowthiｎｔｈｅｇｒｅｅｎａｌｇａｕ”pertzzsaBiologiaP1antarum，
40,211-218.

5．Watanabe,Ｋ,Iguchi,ＫａｎｄＬ４ｊ１ｍ辺ＬＩＫＬ(1998）Clavulazine,anewmarinepyrazine
congener企omtheOlKinawan8oftcoralCZawLLamwjridis、Heteracycles,49,269-274.

6．Muthuvelan，Ｂ，Yamasaki，Ｓ､，Kulandaivelu，Ｇ，ａｎｄ且』j迦旦ﾕﾕｭ(1998）Ｅ雌ctof
radiationqualityongrowth，ｍｔｒｏｇｅｎｕｐｔａｋｅａｎｄＨＣｏ３，ＣＯ２，andpHinteractionsin
D7vz】pez伽saBiologiaP1antarum,40,365-371.

7．ＹａｍａｄａＧ.,Ｅｌ』jﾕﾕﾕ旦工LLYamada,Ｍ､,MinamimandTohno,Ｓ(1998）Traceelements
fbundtobevariableintwocoralreefspecies,H白ＺｉＤｆｉｍａﾋﾞｮactmLfrmおandGaZaxBa

企snjbzzZaz虫conectedfromtheRyukyulslandsBiologicalTraceElementResearch,６５，
１６８－１８０．

８Komshi,ＹａｎｄⅡlLj迦ﾕｭﾕｭｴﾆ(2000）Distributionofmineralnutrientsinamaranthand

quinoaseedsJoilrnalofHistochemistrvandCytochemistry,9,30-31.

9．Yamada,Ⅲ.,Ｙａmada,Ｇ,Moriwake,Ｙ,Tohno,YandEl1煙ﾕﾕQエムエニ(2001）Tracemeta]b
invertebralcolumnsofdeep-seateleost己sh，BiologicalTraceElementResearch，The
JournaloflnternationalAssociationofBioinorgamcScientists,80,245-249.
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原著論文（邦文）

Ｌ小西洋太郎’2塵壁_鍵(1999）種子発芽時の澱粉分解におけるα-グルコシダーゼの生的役
割、主役？名脇役？それとも出番なし？化学と生物,37,222-223.

2塵壁一健(2000)熱帯・亜熱帯の生物資源の多様性とその維持保存.生物工学会誌7,280-282

【金城政勝】

原著論文（英文）

LSasaki'11,ＡｚｕｍａＳａｎｄＬ亘mQ-lL(1995).RediscoveryofLethocarzJsd上1ymZノゼ/(Vtlllehoy）
（Heteroptera,Belostomatidae)homOkinawaIsJapaneseJournalofEntomolo部６３，１４

原著論文（邦文）

Ｌ東清二・全通k塵（1994)．石垣島の蛾類．蛾類通信,177,27-31
2．全通k賎･東清二．西表島チガヤ草地における昆虫群集の季節的変動（1994)．琉球大学農

学部学術報告,41,349-362

3企越政践・林正美（1998)．琉球列島産カメムシ数種の寄土植物．Rostna,47,35-38
４林正美・全Zli塵kHiif・佐々木健志・船山洋一･植木泰一・三井克美（1999)．ダイトウヒメハ

ルゼミの生態調査報告．Cicada,14,1-11.

5．宮本征一・林正美・全塑延kHiii（1999)．琉球列島産カメムシ数種の学名覚え書きRostria，
48,33-36.

6．林正美・全塑iL11hE睦・船山洋一・植木泰一（2000)．イシガキニイニイの生態．Cicada，
１５(SUpplement),9-13

7．全塑ilLk瞳・島村賢正（2000)．イシガキニイニイの棲息環境および棲息(嗜好)樹木．Cicada，
１５(Supplement),5-8.

8．島村賢正・全』麺E2ii・林正美（2000)．イシガキニイニイの分布域とその変化Cicadal5，
（Supplement),27-30

著書

1．金城政勝（1996）第１巻解説：昆虫採集と飼育法,pp240-249第２巻解説：昆虫標
本の作り方,pp239-248第３巻半翅目・膜翅目，ｐｐ、1-222．第４巻その他の昆虫，
ppl74-185，第７巻半翅目・膜翅目，ppl-128その他の昆虫，pp203-207・東清二

（編著）・堀繁久・湊和雄・村山望・上杉謙司沖縄昆虫野外観察図鑑（増補改訂版、
全７巻).,沖縄出版，沖縄．

２．束清二（編著)・堀繁久・金製墾虫iii･湊和雄・村山望・上杉謙司（1998）デジタル昆

虫図鑑：沖縄の昆虫ワールド,ＣＤ－ＲＯＭ版.沖縄出版，沖縄．

3．金城政勝（2002）ハチ目有剣ハチ・アリ類，pp298-332チョウ目,pp339-465・東清二

（監修）増補改訂琉球列島塵昆虫目録,570pｐ沖縄生物学会，沖縄．
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報告書

Ｌ林正美．全塑iLhE1jili・佐々木健志．島村賢正．岩井洋一．杵渕壮・白龍留美子（1997）イ
シガキニイニイ、平成８年度国内希少野生動植物種選定のための生息実態調査報告書．環境
庁自然保護課,東京.２８pｐ

２全通h』ii・東清二．片田真一（2001）琉球列島におけるマングローブ林内の昆虫相一西表
島のマングローブ林で見られる昆虫マングローブ林における昆虫群集の季節的変動および
マングローブの訪花昆虫－，pP58-87、平成１２年度内閣府委託調査研究.マングローブに関
する調査研究報告書,255pp．（財）亜熱帯総合研究所．

ａ全通k賎・東清二・片田真一（2002）琉球列島におけるマングローブ林内の昆虫相一オヒ

ルギに寄生するハマキガ科'Ibricidae3種の若干の生態－，ｐｐ２７－３５平成１３年度内閣府委
託調査研究．マングローブに関する調査研究報告書,378pｐ（財）亜熱帯総合研究所．

【米盛重友】

原著論文

LMasuda,'､，Andoh,']､,ＬＬｍｍ２Ｌ§LandTakeda,Ｙ（1999）Phenylbutenoidsh0mthe
rhizomesoMZpzmHna6eZLaZaPhytochemistry)50,163-166.,

2.Masuda,'11,コ、皇2ｺＵﾕﾑｰ且,Oyama,Ｙ,Takeda,Ｙ,Tanaka,'､,Andohm,Shinohara,Ａ､and

NalEata，Ｍ、（1999）Evaluationoftheantioxidantactivityofenvironmentalplants：
Activityoftheleafextrac偽homseashoreplantsJournalofAgriculturalandFood
Cllemistry;４７jl749-1754

3Kitayamam,Okamotom,Hill,ＲＫ,Kawai,Ｙ，Takahashi,ＳａｎｄＬﾕ&迎迦ユーf１．（1999）
ChemistryofZerumbone・LSimplifiedisolation，conjugateadditionreactions，anda

umquringcontractingtransannularreactionofitsdibro血deJournalofOrgamc
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琉球大学熱帯生物圏研究センターの新設
（全国共同利用）

目的
Ⅱ

翻り島喚域における生態系の形成。種多様性・機能の解明

背景

1）現状把握研究から理論的研究の段階へ
2）熱帯。亜熱帯の生態系が急激に劣悪化

、シ解明

屡窒繍鰄騨鍋 >唾辮鱸！
､亜熱帯森林とサンゴ礁域生
、生物相互関係、生物多様性

蝉環境の

球温暖化研究

｢中心プロジェクト巴
倭

Ａ
Ｂ

ヨ
詞

島蝿域における動物の種多様性の成立過程と微生物の役割の解明

(動物進化と感染、感染から共生、病原因子の役割、遺伝子伝達、無脊椎動物とウイルスをモデル、
・琉球地域の爬虫･両生類の記載、系統と地理･気象関係、化石による系統解析）

ゴとサンゴ礁域の動物の発生・生理。生態学的解析及び大型水槽を用いたシュミレーション研究

(繁殖成功度、本能と学習、個体間にコミュニケーション、シグナル進化、サンゴ群集の維持・
高水温によるサンゴ白化、魚類の性分化・決定・転換、環境ホルモンの性分化・転換に及ぼす作

、月周同調産卵機構）

cＦ
自然実験園の整備と、マングロー

(植物相、昆虫相、土壌微生物、

｡〔 ■
生物資源の探索、有効利用、また効率的な生､物生産の確立

(熱帯資源植物、飼料作物、有用昆虫）

研究の戦略１
１

野外観察。実験研究を反復できる利点を最大限に利用した研究の展開
対象生物群の拡大、研究対象域を熱帯に広げ、理論の一般化
最新の研究機器・技術を駆使

野外研究実験研究

瀬底実験所隣接サンゴ礁

西表実験所実験園
他の国内外フィールド

各種分析機器

飼育実験施設

自然実験園圃塲
黍鑿

(L()』

▼解明

熱帯 輿亜熱帯島喚域における生態系の形成。種多様性・機能の解明と理論化

熱帯。亜熱帯森林とサンゴ礁域生物の生理.
生態、生物相互関係、生物多様性、進化機構



熱帯生物圏研究センターの位置づけ
熱帯。亜熱帯地域における特徴的な生物圏とその環境に関する

総合的な研究を行う全国共同利用施設

戸一琉球大学 ￣＝

国外
ハワイ大学（米）

台湾国立大争

スミソニアン研究所（米）

海洋生物研究所（加）

アジア・太平洋島襖諸国
熱帯生物圏研究センター 青報発理学部

農学部
工学部

教育学部

医学部

法文学部

亜熱帯生物圏の特性に理解を深
めつつ、その研究成果を基盤とし

て熱帯域における生物と環境の諸
問題への学術貢献を図る゜

一一一》》 連携 国内一

|r鑿同鰄
県外

京都ﾉﾋﾟ学生態学研究センター
東京大学海洋Wf究所
九州犬学熱帯農鑛iiH露センター
総合地球環境学;､)f究所
国立大学臨海実験施設

馨
■

遺伝子実験センター

地域共同研究センター

アジア太平洋島'111研究
センター鐵孔

丙海拭水

国際農林
亜熱帯総

目と

沖純県水産試験場

?Ｉ僻M県林業試験場
沖縄県農業試験鴇

共同

￣ Ｓ
に 』
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熱帯・亜熱帯の生物研究の世界的拠点を宮指して
熱帯。亜熱帯における人間活動と 琉球大学熱帯生物圏研究センター

南西諸島はアジア熱帯域の北
限に位置する。ここに研究拠点

を置く琉球大学熱帯生物圏研究
センターは、この亜熱帯生物圏
の特性に理解を深めつつ、その

研究成果を基盤に熱帯域にお（
ける生物と環境の諸問題への学

蝋溌撒
の解決に向けても学術研究面に
おいて寄与する。

離皀鐡羅聿銅

⑰”。

鑿鯵蕊声藝儘鮠
零夛葛註一雷《（一一

西原研究室

'熱帯。'１K熱帯島|喚学研究領域区

・ル)|lllII1の''2態系.ｎ然環境の保全
･環境保↑ｒ１Ｍ包騰システムの確立
.（１）|ll1IiI環境・バイオ研究におけるIT利用

'-－

熱帯海洋科学研究領域.熟ｲ|ｹﾞｲ711111111物の導入・職jドキ・利川
・イミ利1111Wf物資源の利)Ⅱ|)M篭

･マングローブの'|：IIE・化態特Ｉ化
･水'１ｉ'１{物の盃illj(特化;WilIi・利１１]|)M諾
･琉球ﾀﾞ１１』;,>ﾘ)｣LLlllⅡとｲjⅡl械物の〈ｉｆ虫

｡サンゴ礁魚類の性決定皮び性幅換
･サンゴ礁魚類の成熟と月齢認識
･琉球列島のサンゴ群体の維持更新
･潮「帯のスナガニの社会行動

熱帯環境生物学研究領域

･琉球列島・台湾における爬虫類・ｌＩＩｉｉ'１：煩の多様,性
･腸炎ビブリオの牛態



サンゴ礁生物研究の拠点形成と将来展望（瀬底実験所）

時限後の瀬底実験所の世界戦略
・世界拠点にふさわしい研究成果の発表
･若手サンゴ礁生物研究者の養成

１０年間の総括
・世界有数の熱帯海洋生物研究施設への整備完了
・国立大学中トップの臨海実験施設への整備完了
･臨海実験施設唯一の環境制御実験棟完成
・学部並の研究機器の整備完了 軍点研究項目

儒生物仙･先施設との連携強

サンゴ礁生物の生命現象の解明

ンゴ樵魚類の繁殖特性（性転換や
齢同調性産卵現象）の解明
ンゴ礁動物の同所的種分化の解明
二類の求愛行動解明

碧
起－Ｊ

＝

環境変動研究での中心的役割

・地球温暖化傾向がサンゴ

礁生物に及ぼす影響の解明
・琉球列島におけるサンゴ

礁生物の阿復予測

師６

､RZF.｡冠
ロ

断
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西表実験所に総iＩする研究の将来展望

亜｢表自然実験園
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